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令和４年度がはじまり，小中一貫教育試行の２年目となりました。昨年度は，義務教育９年間を通
してどんな子供に育てるのか，そして，そのためにどんな力をつけるのかについて各中学校ブロック
で話し合い，小・中学校の教職員が連携して教育活動に取り組み，小中一貫教育の第一歩を踏み出しま
した。コロナ禍により計画どおり進まなかった取組もありますが，昨年度の取組を検証し，今年度に生
かしていきたいと考えています。
令和３年度小中一貫教育に関する児童生徒・教職員・学校アンケート調査では，小中一貫教育に取り

組んでいる学校の小学校６年生・中学校１年生に対して，「中学校生活への不安」，学校・教職員に対し
ては，「小中一貫教育の取組状況」について調査を行いました。調査結果とその検証については以下の
とおりです。

【令和３年度 小中一貫教育に関するアンケート調査結果】

＜小６・中１アンケート結果より＞

小学校６年生には中学校入学前，中学校１年生には中学校入学時の気持ちを尋ねました。中学校生
活に対して，新しい先生・友達との出会いや，教科担任による授業，部活動などについて肯定的に捉
えている児童・生徒が多かったです。一方，不安に思っていることとして比較的割合が高かったのは，
学習面では「中間テストや期末テストがあること」「中学校で勉強する内容」「各教科の先生から宿題
が出ること」，人間関係では「先輩との人間関係」でした。
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12% 小学校高学年の児童と中学生との交流を増やしていき，
中学生に対する不安感を軽減していくことが必要であると
考えています。各中学校ブロックで，実態にあった取組を
進めていくことが大切です。（例えば，学校行事，児童・生
徒会活動，地域行事，部活動等）

（小学校６年生 315名，中学校１年生262名，計 577名回答）
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先輩との人間関係について

中学生になると，小学校の時より平日の放課後の自由になる時間が，部活動等によって限られ
てきます。そこで，テスト勉強や各教科からの宿題に対応するためには，自分で時間管理を行う
力（タイムマネジメント力）が必要になってきます。小学校高学年からこうしたタイムマネジメ
ント力を育てていくことが大切だと考えています。
また，中学校の学習内容や学習方法への見通しをもたせるような取組も工夫していく必要が

あると考えています。



＜学校アンケート結果より＞

＜教職員アンケート結果より＞

＜教職員アンケートの結果よ
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どの中学校ブロックも小・中学校の
教職員が集まって「どんな子供に育て
るか」「どんな力をつけるか」等につい
て話し合いを行っています。従って，
「目指す子供像と資質・能力の育成」
についての共通理解は肯定的回答の割
合が高かったです。
「地域との協働活動」については，

コロナ禍で多くの活動の縮小や中止に
より，十分できていなかったようです。
今後，地域学校協働本部等と連携・協
働して活動を充実させていく必要があ
ると考えています。

目指す子供像と資質・能力の
育成について中学校ブロッ
ク内で共通理解できている

地域との協働活動が
充実している

小・中学校の教職員間の
交流により，互いのよさ
を取り入れる意識が高ま
っている。

乗り入れ授業や小・中学
校の交流活動の実施に
より，教職員の児童生徒
理解が深まっている。
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小・中学校の教職員の交流によ
り，互いの良さを取り入れる意識が
高まったり，児童生徒理解が深まっ
たりしたという肯定的な回答の割
合は約 80%であり，小中一貫教育
の推進に対する教職員の意識が高
まってきていると言えます。
しかし，中学校教員が小学校に行

って，乗り入れ授業や出前授業を行
ったり，授業参観をしたりすること
は増えてきましたが，小学校の教員
が中学校に出向くことは，時間的な
制約があり，難しい現状がありま
す。そこで，授業の後補充のための
人的配置やリモートの環境整備等
の充実を図る必要があると考えて
います。
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（小学校教職員139名，中学校教職員 75名，計214名回答）

令和４年度より，笠岡市教育委員会組織再編に伴い「一貫教育推進室」から「教育改革推進室」に

改称されました。小中一貫教育だけでなく他の教育施策にも取り組む部署としてスタートしました。

小中一貫教育だより「つなぐ」は笠岡市教育委員会のホームページにも掲載しています。

なお，小中一貫教育に関するお問い合わせは下記にご連絡ください。

＜小中一貫教育に関するお問い合わせ先＞
笠岡市教育委員会学校教育課

〒714-0081 岡山県笠岡市笠岡 1866 番地の 1
Tel：0865-69-2152 Fax : 0865-69-2186
e-mail : gakkoukyouiku@city.kasaoka.lg.jp


